
--e・・ 研究機関紹介 ＝

マ フ ヤ大学 (Universityof Malaya) 

は じ めに

クアラルンプールの町から LakeGardenを右に見な

がら西南へ 4マイル行くと， ドームが金色にかがやく モ

スクが目にはいってくる。このモスクは，通称， Univer-

sity Mosque（正式には MasjidAl'Rahman)と呼ばれ，

マラヤ大学，それに隣接するマラヤ師範学校 (Malayan

Teachers College)のマレイ系学生および近在のマレイ

人が金曜日の礼拝に集まるところである。このモスクを

左に見ながら，マラヤ大学の正門（といっても，ただゲ

イトがあるだけであるが）をはいってゆくと，眼前に，

650エーカーのなめらかな丘状の台地に展開するマラヤ

大学のモダンな校舎がわれわれの目を捉える。左側には

第 1，第2学生寮 (ResidentialCollegeと呼ばれる），エ

学部，右側には農学部，学生会館 (StudentUnion)が並

び，中心部に，人文学部，理学部，教育学部，図書館が

集まっている。現在，建設中の医学部，付属病院，およ

び，すでにある第3，第 4学生寮はいずれも，やや離れ

た一角に位置している。まだわたくしがバスで大学へ通

っていたころ，正門前でバスをおりてから，わたくしの

経済学部の部屋まで，さんさんたる太陽の下を約30分歩

いたことを思いだす。クアラルンプールの町が車なしで

はきわめて不便にできている（もちろんバスと タクシー

はよく発達しているが）ことを痛感していたわたくしは

大学へ行って，大学の施設そのものもまた車をも ってい

ることを前提としていることに驚かされたのであった。

何しろ広大な敷地に近代ビルが点在しているというの

が，マラヤ大学の外観的印象である。

I 小史

さてこのマラヤ大学は， 1962年 1月 113に正式にマラ

ヤ大学と呼ばれるようになったのであるが，その前史は

つぎのようなものであった。すなわち， 1949年10月シン

ガボールに，それまでの RafflesCollege (1929年創設）

とTheKing Edward VII College of Medicine (1905 

年創設）とを合併して，最初のマラヤ大学が創設された

のである。このマラヤ大学は，初め人文学部，理学部，

医学部の 3学部で発足したが，その後，法学部，工学部
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が増設された。これより先， 1947年の大学教育に関する

Carr-Saunders委員会（委員長は SirAlexander Carr-

Saunders)は，将来マラヤ大学をシンガボールからジョ

ホール・バルーヘ移すことを勧告していたが， 1954年に

いたって，ジョホール・パルーヘの移転はきわめてむず

かしいという判断に到達し，これに代わって1956年に，大

学教育は，シンガボールとクアラルンプールで行なうこ

とに決定をみたのであった。この決定に従い， 1957年か

らクアラルンプールの工業専門学校(TechnicalCollege) 

の校舎をかりて，人文学部の講義が始められ，翌1958年

には，工学部がシンガボールから現在マラヤ大学のある

Pantai Valleyに移転したのである。そして， 1957年の

A_itken委員会 (SirRobert Aitkenを長とする大学教

育に関する委員会）の勧告に基づき， 1959年 1月より，

マラヤ大学はシンガボールとクアラルンプールの 2カ所

に設憶 されることになったのである （それぞれは Uni.

versity of Malaya in Singapore, in Kuala Lumpurと

呼ばれた）。このマラヤ大学クアラルンプール分校が，

1962年 1月 1Hよりマラヤ大学と呼ばれ，これに伴い シ

ンガポール分校は，シンガポール大学と呼ばれるように

なって，今日にいたっているのであ る。 このようにし

て， 1957年に初めて人文学部の講義を開始したマラヤ大

学は，1958年の工学部， 1959年の理学部， 1960年の農学

部，1962年の医学部，教育学部の増設を経て，今日の 6

学部をもつマラヤ大学に至ったのである。そして，学生

数も， 1959年の320人から， 1961年の1010人を経て，現在

は2835人を擁するに至ったのである。

II 機構とスタ ッフ

マラヤ大学は，当然のことながらイギリス流の大学制

度に従い名誉学長に AbdulRahman首相をおき，そ

の下に現在は Prof.R. L. Huang（化学の教授）が学長

代理(ActingVice-Chancellor)となっている。大学の機

構としては，最高の審議機関として， TheCourt（名誉

学長，学長，王の任命する各界代表，各州代表，卒業生

代表，議会代表，教育機関代表等よりなる）があり，そ

の下に執行機関である TheCouncil (The Courtの代

表，学長，大学よりの代表，王の任命する各界代表，各
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マラヤ大学中央図書館

州代表等よりなり，人事，予算を処理している。現在

は，総理府事務次官の DatoAbdul Jamilが委員長）が

おり，その下に，大学の学術・教育問題を審議する The

Senate（学長，学部長，教授代表講師代表，図害館長

よりなる）がある。

各学部（現在はすでにふれたように 6学部である）は

さらに各学科に分かれ，それぞれの学科に学科長である

教授，その下に， SeniorLecturer, Lecturer, Assistant 

Lecturer（その他学科によって Tutorがいる）が配置さ

れている。現在の teachingstaffは全体で330人前後で

あり，その半数は外国人教師である。 AssistantLecturer 

になる最低の賓格は修士であって，採用後 3カ年で Lec-

turer,その後6~10年で SeniorLecturerに昇進すると

いわれている。かれらの基本給与は AssistantLecturer 

で月 800~920マラヤ・ドル (9万6000~11万0400円），

Lecturerで920,~1425マラヤ・ドル， SeniorLecturerで

1350~1650マラヤ・ドル， Professorは 1770~2130マラ

ヤ・ドルとなっている。このほか，官舎・住宅手当，生

計費手当等があり，医療補助もあるので，日本の大学の

先生の給与に比べるといかに恵まれているかがはっきり

する（なおマラヤでは，大学をよい成縦―-Honours

Degree—で出て政府にはいった場合，初任給は基本給

で月額579マラヤ・ドルとなっている）。

大学事務局は，事務局長の下に日木の大学のようにい

くつかの部局に分かれ，現在約700人の事務員が働いて

いる。

図書館は，現在， 15万冊の蔵書， 3100タイトルの定期

刊行物，744席の閲覧スペースをもち，図書館長以下90人

（うち司書は21人）が働いている。

なお1965年度の大学予算は， 1400万マラヤ・ドル (16
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億8000万円）となっている。

m 学部と講義

ここの学部は 6学部であるが，その就業年限は，人文

学部が 3年，理学部が 3~4年，漿・工学部が 4年，医

学部が 5年，教育学部が 1~2年となっている。また，

1カ年の講義は三つの学期に分かれており，各学期は10

週間ずつで，各学期の間に 3週間の休みがあり， 1月下

旬から 5月中旬までは長期の休暇となっている。

ここでは，わたくしの接触の多い人文学部について筋

単に紹介してみよう 。 ． 

人文学部は，現在，中国学科 (ChineseStudies)，経済学

科 (Economics)，英文学科 (English)，地理学科 (Geog-

raphy)，歴史学科(History)，イ ンド学科 (IndianStudies), 

イスラム学科 (IslamicStudies)，マレイ学科 (Malay

Studies)の8学科に分かれており，約90のスタッフと

1496人の学生からなっている。このうち，受講学生数の

多いのは，経済学科540人，歴史学科528人，地理学科

458人，マレイ学科431人の順となっている。このうち，わ

たくしと関係の深い経済学科と歴史学科の講義内容を箭

単に紹介してみよう 。

(1) 経済学科

経済原論

Dr. S. J. Gilani, Ph. D. (London) 

Mr. Lo Sum Yee, M. Sc. (London) 

Mr. Yip Yat Hoong, M. A. (Malaya) 

農村経済

Prof. Ungku Abdul Aziz, B. A. (Malaya) 

Mr. Mokhzani, M. A. (London) 

経営学

Mr. Cheng Sin Jee, M. B. A. (Br. Col.) 

Mr. Tarcitus Chin, M. B. A. (Br. Col.) 

会計学

Visiting Prof. B. Rollins, C. A. (Alta) 

労働経済

Mr. K. S. Nijher, M. B. A. (Br. Col.) 

金融財政

Dr. Lim Chong Yah, D. Phil. (Oxford) 

マレーシア経済

同 上

統 計 学

Dr. Saw Swee Hock, Ph. D. (London) 
Dr. Chan Kai Meng, Ph. D. (Belfast) 
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農家経営

Dr. M. C. Agarwal 

国際経済

Mr. H. Johanson, M. Sc. (London) 

経済思想

Mr. Lo Sum Yee 

経済開発

Dr. Syed Wasserri Ahmad 
Dr. Lim Chong Yah 

国際金融

同上

国際商品市場

同上

協同組合 Community Development 

Mr. Leo Fredericks, M. A. (Br. Col.) 

商法

Visiting Prof. B. Rollins 

このうち Aziz教授は， 1942年から44年まで早稲田大

学の専門部政経学科で学生生活を送った経験のある 13本

の理解者の一人であり， 1961年以来経済学科の教授の職

にあり，マラヤ農村の貧困の原因とその改善策というこ

とについて，いくたの論文を発表してきた農村問題の権

威である。 Dr.Lim Chong Yahはマラヤの経済開発で

Ph.D.をとった新進の学者で，すでにゴムについて多く

の論文を発表するとともに，最近は AsianEconomic 

Development, ed. by Cranley Onslow (Donald Moore 

Books, 1965)のなかで，マラヤの経済開発について寄稿

している。また Mr.Yip Yat Hoongはスズの専門家で

あって，すでに多くの論文を雑誌 (MalayanEconomic 

Review, Ekonomi)およぴ Malaysiaed. by Wang 

Gungwuのなかで発表じている。また，経済学部の大き

な研究フ゜ロジェクトとしては，現在セランゴール州西北

の米作地帯 TanjongKarangの調査が Aziz教授を中心

として 5カ年計画で進められており，この研究には1964

年度に一橋大学の山田勇教授が客員研究員として参加し

ておられる。また，経済学科の雑誌としてはスタ ッフと

学生の共同編集になる Ekonomiがある。

(2) 歴史学科

歴史理論

Prof. Wang Gungwu, Ph. D. (London) 

マレーシア史

Dr. Cheng Siok Hwa, Ph. D. (London) 

Dr. J. Kathirithamby, Ph. D. (London) 

Mr. Zainal Abidin, M. A. (Q'ld) 
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東南アジア史

Dr. J. M. Pluvier, Ph. D. (Arnst.) 

Dr. D. K. Bassett, Ph. D. (London) 

Mr. Anthony Short, B. Litt. (Oxon.) 

東アジア史

Visiting Prof. W. Franke, D. Phil. (Hamburg) 

Mrs. T. Copithorne 

南アジア史

Mr. Jagit Singh Sindhu, M. A. (London) 

考古学

Mr. B. A. V. Peacock, M. H. (Cantab.) 

ヨーロ ッパ史

Dr. Rosemary Quested, Ph. D. (London) 

Dr. J. M. Pluvier 

Mr. Anthony Short 

アメリカ史

Visiting Prof. H. G. Kinloch, Ph. D. (Yale) 

政治思想

Mr. Roman Dubsky, M. A. (Tronto) 

国際政治

Visiting Prof. G. Maryanov, Ph. D. (Indiana) 

このうち WangGungwu教授は15世紀の中国史の専

門家であるが，その幅広い学殖と豊かな人柄で多方面の

社会的活動を行なっており，マレーシアに対する loyalty

の喚起を常に説いている。教授の編さんになる Malaysia

(Donald Moore, 1964)は，シンガポール分離後におい

ても，マレーシア研究の貴重な概説書となっている。 Dr.

Pluvierはオランダの学者で，最近 Confrontation(Ox・ 

ford Univ. Press, 1965)という小冊子（オラ ンダの立場

からのアプローチ）を書き，当地で話題をよんでいる。

Zainal Abidin氏は，上記の Malaysiaのなかで，マレー

シアの国際環境について書いており，現在，マレーシア

の形成過程についてまとめている。なお，歴史学科の機

関誌としては，スタッフと学生の共同編集になるJournal

of the Historical Societyがある。なおマレイ学科を中

心とする活動については， 1964年度よりマラヤ大学に留

学中の前田成文君（京大社会学科大学院）の「マラヤ大

学から」（『東南ア ジア研究』第2巻第 1号， 1964年 9月，

115~118ページ）を参照されたい。 全体と してわたくし

のうける印象では，マラヤ大学のスタッフは，地味な教

育活動と研究活動を行なっているように感ぜられる。
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IV 学 生

マラヤ大学への入学資格は，高等学校を終了して，

f{,deration of Malaya Certificate（または Cambridge

School Certificate)をとった後， 2カ年大学進学のため

の教育（ここでは FormSixとよばれる）をうけて，

Higher School Certificateをとった者に与えられる。し

たがって， 日本のように入学試験は一般的には行なわれ

ず，上記の H.S. C.をとった者がその進学志望と大学

の収容人員とに応じて入学できることになる。またこの

資格は Commonwealthの大学に共通なので，現在も，

5000人以上の学生が海外（イギリス，ォーストラリア，

ニュージーランド，カナダ等）で留学しているといわれ

る。しかし，いろいろな事情で H.S. C.をとりえなか

った者のためには，特別の入学試験も行なっている。大

学の入学金および月謝は，入学金 5マラヤ・ドル，保証

金50マラヤ・ドル，月謝は医学部が 1カ年540マラヤ・

ドルのほかは，他の学部は 450マラヤ・ドルとなってい

る。もちろん，理・エ・農学部の場合は，若千の実験用

の費用が追加される。しかし，相当多くの学生がなんら

かの形で奨学金をうけており，その額は年額で1500マラ

ヤ・ドル， 2000マラヤ・ドル， 2500マラヤ・ドル， 3000

マラヤ・ドル等となっている。わたくしが学生から聞い

た範囲では，最低 1カ年に2000マラヤ・ドルは必要であ

り， 2500マラヤ・ドルが望ましいとのことであった。

現在マラヤ大学の在学生数は，すでにふれたように

2835人となっているが，その学部別，男女別，人種別の

分類は下表のようになっている。

また学生の州別分布では，セランゴール州804人，ペラ

州527人，ペナン州407人，ジョホール州216人の順とな

っており，後進地である東海岸少11ではケランタン州91人，

トレガンヌ州56人となっている。

研究機関紹介

以上の分類からみて，中国系学生は各学部にちらばっ

ているのに対し，マレイ系学生は人文学部に集中してい

るのがわかる。この点について Aziz教授に見解を求め

たところ，教授はマレイ系学生の多くは農村地帯の出身

者が多く，農村地帯の中学校，高等学校には理科教育の

施設，教員がほとんどないことがマレイ系学生の自然科

学部門への進学を妨げているとのことであった。そして

教授は， 日本語で， 「道が開かれていない」以上，まず

農村地帯の学校に理科教育への道をつくらなければなら

ないと強調していた。またある時，わたくしが親しくし

ているマレイ系の学生に，どの程度，中国系の学生と交

っているか，と尋ねたところ，かれは淋しそうな顔をし

て，それがきわめて困難なことを訴えていたことを今も

よく思い起こす。

さてこれらの学生は，その40％にあたる1200人が四つ

の学生寮にはいっており，他は，大学の近くに下宿する

か，親元，親戚等の家から通学している。この学生寮

は，それぞれ大学の先生が Master,Fellowの形でそこ

に住んで学生の指蒋に当たっているが，相当な自治が学

生にまかせられており，学生は JuniorCommon Room 

Committeeなるものをつくって，食事（食事は Muslim

と non-Muslimの二つが用意されている），ゲーム，社

会活動，図書施設，会合，保健等について自主的に活動

している。その費用は， 10週間(1学期にあたる）で3:?o

マラヤ・ドルとなっている。

また学生は，全員 Students'Unionに加入しており，

この Unionは，学生の社会，文化，スポーツ，福祉等

の向上につとめているが，一般的にいって政治的活動は

行なっていない。それは，一つにはかれらがこの国の完

全な特権階級たる将来を約束されていること，一つには

大学当局が学生の政治活動への参加を好んでいないこと

によるものと思われる。しかし，この国の代表的政治家

I 中＿国ノ＼＿［ーマど｛囚―-Tー］―-y[入―口百1竺ツ人＿竺一三レシア人l―その他口---'-Jヽニ□正----
男 I女 男 I女 男 1女男 I女 男 I女男 I女男 I女 1総計

農⇒戸部 96 6 33 1 111 了 4 -| 1 - 1l —| 146 8 154 
人文学部 325 295 474 132 137| 53 30 18 9 7 12I 4, 987 509 1,496 
工学部 249 1 3 - 20’ - 6 - 2 - -| -’ 280 1 281 
理学部 3731 991 261 21 271 91 141 101 21 11 41 11 4461 1221 568 
医学部 1211 251 231 -I 101 11 5 -I -I 11 -I 1601 261 186 
教育学部 391 401 111 161 131 101 51 lll 11 11 11 21 701 801 150 

~f(-1-立;;-3i―-4鳳 570 ]51_＿ 21悶 74I---6-4I - 39l―麗―-g―—玉―1[;-0g,: 14-61 2,835 

―--―-
総計 l 1,669 - 721 | -292-l- -―祠ー 1 - 24 | - 26 ---2,835 7 
比率(%)I ss.s1 I 25.43 I - 10.30 I 3.63 I o.85 I o.92 

-- --

（注） Univ. of Malaya, Student Statistics (as at 15 July, 1965)による。
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をよんで，かれらの討論を聞くことは，比較的よく行な

われている（最近は副首相の TunRazak, 大蔵大臣の

Tan -Siew Sinの演説があり，シンガボールの LeeKuan 

Yew首相の演説も予定されていたが中止となった）。

そのほか，学生のいろいろな社交団体，研究団体もあ

るが，一般的にいってあまり活発でないように見うけら

れる。なお， 日本からの留学生としては，現在，上記の

前田君と伊藤忠派遣の鳥井君の 2人がいる。また，数字

の示すように約25％が女子学生であるので，男女学生の

関係は，きわめて自然に会話，交際を楽しんでいるよう

に見うけられる。しかし，全体的にいってわたくしのう

ける印象は，ここの学生は，自分の専攻の課目について

は，教授の指示どおり，非常によく勉強するが，その他

のトビックについてはあまり関心を示さず，大学卒業の

よい資格をとることに関心が向きすぎているように感ぜ

られる。独立後10カ年を経過せず，その間にマレーシア

の成立とシンガボールの分離， Confrontationと Com-

munal Problemをかかえるこの多難な新興国家の将来

を担うエリートであるかれらに対し，わたくしとしては

もう少し個人的栄達以上のものへの関心が強くなること

を願わざるをえない。しかしこのように考えるのは，ひ

ょっとするとわたくしたちが，あまりに nationalisticす

ぎるのかもしれないと思わないでもない。大学を卒業す

れば，最低400マラヤ・ドル，平均600マラヤ・ドル，最

高800マラヤ ・ドルという基本給が保証されているかれ

らには， 日本の多くの大学生のように，天下国家を論ず

る必要はあまりないのかもしれない。しかし，依然とし

て，わたくしには，かれらにさらに何物かを望む気持を

否定することはできない。

む す び

以上の諸活動のほかに，マラヤ大学にも，スタッフを

中心とする AcademicStaff Associationと車務系職員

を中心とする GeneralStaff Unionという二つの労働組

合があり，経済要求を中心に，大学当局と団交，労働協

約，定期協議等を行なっていることをつけ加えておこう 。

さてマラヤ大学は，現在，前にふれたように，医学部，

付属病院の建設中であり，さらに第 5学生寮，人文学部，

図書館の増設計画も具体化されつつある。また1970年に

予想される大学進学人口7000人を収容するに十分な施設

とスタッフの拡充計画も進められている。

また， 1966年度からは現在の Dept.of Economicsは

Faculty of Economics and Administrationへと発展し，
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経済，行政法律，政治の各部門について講義すること

になっており，スタッフも現在の17人から50人までふや

すことが計画されている。

このようなマラヤ大学の拡充計画を前にして， Aziz教

授は，わたくしに TheUniversityなる一論文を示して

（タイプ刷り 17ページ），マラヤ大学が単なる学士製造工

場 (B.A. grinding factory)に終わることなく，一定の

学問的水準を維持し，マラヤの国民と文化に密着しつ

つ，マラヤの知的水準の向上と多様な文化の統一に寄与

すべきことをといてくれた。教授はこの小論のなかで，

大学の本憤，世界における大学の歴史，大学の機能，梢

民地大学より国民的大学への転換の必要，大学卒業生の

役割，大学の適性規模，等を論じた後，現在の時点にお

いて，ペナンその他に新たな大学をつくることの不当性

を指摘して， 1970年度7000人の学生をようするマラヤ大

学の拡充につとめるべきことを説いている。

現在，マラヤ大学の経済学科に籍をおいて調査に従事

しているわたくしとしても，マラヤ大学がそのような方

向で拡大発展してゆくことを願いつつ，この紹介の筆を

おくことにする。

（海外調査員 萩原宜之）
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